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令和元年度 特別の教育課程の実施状況等について 

 

 

 

 

 

１．特別の教育課程を編成・実施している学校及び自己評価・学校関係者評価の結果公表に

関する情報 

学 校 名 自己評価結果の公表 学校関係者評価結果の公表 

鹿嶋市立大同西小学校 http://www2.sopia.or.jp/daidouw/wp/ http://www2.sopia.or.jp/daidouw/wp/ 

  １．特別の教育課程の内容 

（１）特別の教育課程の概要 

   これからの時代において必要とされるグローバルな視野を持った人材を早期から育

成するため，小学校第１学年及び第２学年の生活科 20 時間を外国語活動に替えて実施

する。 

 

（２）学校又は地域の特色を生かした特別の教育課程を編成して教育を実施する必要性 

   本市は常陸国一の宮鹿島神宮の門前町として栄え，発展してきた。また，2002 年には

FIFA ワールドカップの会場地となり，2020 年には東京オリンピックサッカー競技の開

催が予定されている。歴史的伝統とスポーツによる活力あるまちであり，「子どもが元

気 香る歴史とスポーツで紡ぐまち 鹿嶋」を本市総合計画における将来像に掲げてい

る。世界の人々とのコミュニケーションをとおして，本市の魅力を世界に発信していく

ことができるグローバルな人材育成をより一層推進することが，本市の発展と教育活動

の充実に必要であると考え，教育課程の特別措置申請を行うこととした。 

 

（３）特例の適用開始日 

   ２００７年４月 

   ２０１８年４月 変更 

    

（４）取組の期間 

   ２０３０年４月まで 

 

 

 

 

 



２．特別の教育課程の実施状況に関する把握・検証結果 

（１）特別の教育課程編成・実施計画に基づく教育の実施状況 

   ○・計画通り実施できている 

   ・一部、計画通り実施できていない 

   ・ほとんど計画通り実施できていない 

 

（２）保護者及び地域住民その他の関係者に対する情報提供の状況 

   ○・実施している 

   ・実施していない 

 

（３）第１学年児童による評価 

  ① 外国語活動の時間は，楽しいですか。 

    楽しい 100％             どちらかというと楽しい 0.0％。 

どちらかというと楽しくない 0.0％  楽しくない 0.0％ 

 

  ② ＡＬＴと英語で話したり活動したりするのは楽しいですか。 

    楽しい 100％             どちらかというと楽しい 0.0％ 

どちらかというと楽しくない 0.0％  楽しくない 0.0％ 

 

③ 英語を話せるようになりたいですか。 

  なりたい 100％           どちらかというとなりたい 0.0％ 

  どちらかというとなりたくない 0.0％ なりたくない 0.0％ 

 

  ④ 外国のことをもっと知りたいですか。 

    知りたい 100％           どちらかというと知りたい 0.0％ 

    どちらかというと知りたくない 0.0％ 知りたくない 0.0％ 

 

（４）第２学年児童による評価 

  ① 外国語活動の時間は，楽しいですか。 

    楽しい 80.0％            どちらかというと楽しい 20.0％ 

どちらかというと楽しくない 0.0％  楽しくない 0.0％ 

 

  ② ＡＬＴと英語で話したり活動したりするのは楽しいですか。 

    楽しい 70.0％             どちらかというと楽しい 20.0％ 

どちらかというと楽しくない 10.0％  楽しくない 0.0％ 

 



 

③ 英語を話せるようになりたいですか。 

  なりたい 80.0％           どちらかというとなりたい 20.0％ 

  どちらかというとなりたくない 0.0％ なりたくない 0.0％ 

 

  ④ 外国のことをもっと知りたいですか。 

    知りたい 80.0％           どちらかというと知りたい 20.0％ 

    どちらかというと知りたくない 0.0％ 知りたくない 0.0％ 

 

（５）教職員による評価 

  ① 第１学年からの外国語活動の実施は，積極的にコミュニケーションを図ろうとする

態度の育成につながっていると思いますか。 

  思う            41.7％   どちらかというと思う 58.3％ 

どちらかというと思わない 0.0％     思わない   0.0％ 

 

② 第１学年からの外国語活動の実施は，英語に慣れ親しむことにつながっていると思

いますか。 

  思う           50.0％   どちらかというと思う 50.0％  

どちらかというと思わない 0.0％   思わない        0.0％ 

 

  ③ 第１学年からの外国語活動の実施によって，外国の文化（生活，習慣，行事等）に

対する興味・関心が高まっていると思いますか。 

  思う           41.7％   どちらかというと思う 50.0％  

どちらかというと思わない 8.3％   思わない        0.0％ 

 

  ④ 第１学年及び第２学年からの外国語活動に期待することは何ですか。（自由記述） 

   ・こどもたちが，楽しく英語表現の発音やリズムを聴き取ったり，発音したりするこ 

    とができるようになってほしいです 

   ・外国語に慣れ親しみ，外国の文化に対する興味を高め，世界に目を向けていく児童 

    を育成できることに期待したいです。 

   ・外国に対する関心を高めることができると考えます。 

   ・より早い段階で，外国語に親しむことで興味・関心を高めると同時に，耳を慣らし 

    聞き取れる音を増やしたいと思います。 

   ・ゲームやチャンツで楽しく英語の学習をすることで，こどもたちの英語に対する苦 

    苦手意識が少しでも減ればと感じます。 

 

 

 



（６）保護者及び学校関係者による評価  

  ① 第１学年からの外国語活動の実施は，積極的にコミュニケーションを図ろうとする

態度の育成につながっていると思いますか。 

  思う     54.6％       どちらかというと思う 40.9％ 

どちらかというと思わない 0.0％  思わない 4.5％ 

 

② 第１学年からの外国語活動の実施は，英語に慣れ親しむことにつながっていると思

いますか。 

  思う     72.8％           どちらかというと思う 22.7％ 

  どちらかというと思わない 0.0％  思わない 4.5％ 

 

  ③ 第１学年からの外国語活動の実施によって，外国の文化（生活，習慣，行事等）に

対する興味・関心が高まっていると思いますか。 

  思う     54.6％       どちらかというと思う 31.8％ 

どちらかというと思わない 9.1％  思わない 4.5％ 

 

  ④ 第１学年及び第２学年からの外国語活動に期待することは何ですか。（自由記述） 

   ・英語に親しみ，どういう人が英語を使っているのか理解する。 

   ・英語の発音，聞き取り 

   ・英語力に興味・関心をもてること 

   ・英語を話すことに積極的になってほしい 

   ・臆することなくコミュニケーションをとり，将来の可能性をひろげられることに期

しています。 

   ・外国語への慣れ 

   ・外国人との交流 

   ・楽しさ 

   ・楽しみながら日常で使える英語を学習 

   ・簡単な英会話や音楽に合わせたダンス 

   ・正しい発音を覚えて，少しでも会話ができるようになること，英語に対する苦手意

識の減少と興味や好奇心の向上 

   ・普段接することの少ない外国籍の先生と，直接やり取り（会話）できる機会を，多

く設定 

  

３． 実施の効果及び課題 

（１）特別の教育課程の編成・実施により達成を目指している学校の教育目標との関係 

   本校は，「笑顔あふれる学校づくり」を「組織目標」として掲げ，全職員で日々の職

務にあたっている。英語においては，「英語を用いてのコミュニケーション」をテーマ

に学習に取り組んでいる。特別の教育課程の編成・実施により，第１学年及び第２学年



時の段階から英語に親しむことができ，より楽しい授業の創造につながっている。 

   校内アンケート調査結果からも，約 90％を超える児童が，「先生は，よくわかるよう   

に教えてくれ，先生は「しりたい」「やってみたい」など，関心がもてる授業を行い，時には助け

てくれる」と肯定的な回答を寄せている。また,約 85％の児童が,「学校は楽しい」と回答してい 

る。 

令和元年度県学力診断のためのテストにおいても，多くの教科で，県平均を上回る結

果を残すこともできた。 

一方で，授業に対して，まだまだ受け身の児童の姿勢が見られるケースもある。英語

の授業においても，より積極的にコミュニケーションが図れるようにしたい。また，学

力差の実態も課題として挙げられる。これらの課題に対し，「児童にとってより学びが

いのある，楽しい授業づくり」と「一人一人の児童に対する支援の在り方」について今

後一層，取り組んでいく必要がある。 

 

（２）学校教育法等に示す学校教育の目標との関係 

   本校においては，第 1学年から外国語活動を実施してきた第６学年対象外部調査「小

学校トライアル」において，団体平均総合ＣＳＥスコア（４４８）に到達した。技能別

平均点でも，リスニング（２０５），リーディング（２４４）といずれもレベル判定値

の「よくできました」の水準を上回る結果となった。 

一方で，リスニングに課題を残す児童が若干名存在し，今後，様々な機会をとおし

て支援していく必要がある。具体的には，児童相互で，身の回りの様子などについて，

尋ね合ったり，聞き取った内容を，英語を用いて確認し合ったりする学習活動を意図的

に取り入れていきたい。 

 

４．課題の改善のための取組の方向性 

  ３に示すような課題を踏まえ，児童の「英語を話せるようになりたい」「外国のことを

もっと知りたい」という，英語の授業に対する興味・関心を今後さらに大切にするととと

もに，「楽しく英語を学ぶ環境」をより整備していかなければならない。 

  そのため，教師一人一人が，外国語の授業をマネジメントするスキル・一人一人の児童

を看取り，適切な支援を講じるスキルを，より高められるよう研鑽を重ねていく。 

また，英語の学習に対する保護者の方々の期待に応えられるよう，令和元年度学年末授

業参観で行った，「全校親子英語体験授業」などを今後も適宜実施し，理解と協力をいた

だきながら，英語の学習を進めていく。 

やがてはグローバルな視点と舞台で活躍する「人づくり」へとつながるよう，日々の小

さな積み重ねを全職員で大切にしながら,授業展開していく。 


